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全国一、ごみ（１人当たりの量）が少ない県になりました！ 

 

 一般廃棄物処理実態調査（平成２３年度実績）の結果、熊本県民１人が１日当たりに

出すごみの量が８３１ｇとなり、初めて少ない方から全国１位となりました。 

今後は、ゴミ減量化の推進を引き続き実施するとともに、リサイクル率が１９．３％（全

国２３位）であるため、さらなるリサイクル率の向上も目指します。 
 

※前年度の１人１日当たりのごみ排出量：８３６ｇ 

※前年度のリサイクル率：１８．４％ 

 

１ 要 因 

次のような取組みによる県民各界各層の地道な努力が結実したもの考えられます。 

・ 市町村によるごみ袋有料化などによる県民意識の向上 

・ 市町村による生ごみ処理機やコンポスト購入への補助による自家処理量の増加 

・ 生ごみのひと絞り運動の展開（水分量の削減） 

・ 小売店によるレジ袋の有料化の動き 

・ 大型店舗がごみ減量化を推進したことによる事業所からのごみの削減 等 

 

２ 今後の取組み 

 ・ ３Ｒ推進のため、県民１人ひとりが「もったいない」という意識とともに、ゴミ

減量化の一工夫を日々の暮らしの中で実践していただくよう、市町村と連携して啓
発を行います。 

 ・ リサイクル率向上のため、各市町村と連携して分別徹底の啓発を進めていきます。  
 ・ 各事業所に３Ｒコーディネーターが訪問し、ごみの分別及び減量化の取組み方法

を助言していきます。 
  ※３Ｒとは、①Reduce（リデュース：発生抑制）、②Reuse（リユース：再使用）、③Recycle

（リサイクル：再資源化）のことです。 

  ※「３Ｒコーディネーター」とは、３Ｒに関する専門的知識をもった嘱託職員（２人）のこと

です。 

 

※ 当該分析結果は、環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課が例年

実施している「一般廃棄物処理事業実態調査」の結果を取りまとめたものです。 

 

 

                                                                  

お問い合わせ先 
環境生活部環境局 廃棄物対策課 
担当：窪田、廣畑、徳永、福島 
内線 7362、7367、7369 
Tel 096-333-2278 


